
理科・社会科・家庭科における環境学習の素地となる内容（新学習指導要領） ○：学習する学年

生態系 エネルギー 循環・有限性 人・生活・社会の仕組み

①②生き物の生活環境 ②風やゴムでおもちゃが動くこと
③植物の栽培 ③風車などによる風の力

成長に必要なもの （風を受ける羽の大きさや数による力の
植物の育ち方 強さの変化）

③昆虫の飼育 ③のばされたゴムの力
食べ物、生活環境、植物と （ゴムの本数や種類による力の強さの変
の関係 化）
昆虫の育ち方 ③磁石の性質

③光の進み方（直進・反射・レンズ）
光が熱を与えること

④動植物の活動と季節(温度） ④熱が高温部から低温部へ移動すること ④ 自 然 界 の 水 の 太 陽 の ③④上下水道の仕組み
の関係 熱による状態変化 ③④用水の開発

循環 ③④ごみ処理の仕組み
③④上下水道の仕組み ③④電気供給の仕組み

③④ガス供給の仕組み
③⑤植物の発芽や成長に ⑤空気が地面の熱で温められていること ⑤水の働きによる地面の

必要な条件 ⑤おもり、振り子運動の規則性 変化
⑤⑥むだのない消費

⑥電気はエネルギーの一形態 ⑤⑥むだのない消費 ⑤⑥衣食住と環境
光エネルギー・熱エネルギー・電磁力な ⑤国土の自然 ⑤国土の自然
どに変換できること ⑤食料生産 ⑤食料生産

④⑥電気はさまざまな方法で発生させるこ ⑤産業
⑥植物の光合成 とができること ⑥大地の変化 ⑤公害
⑥枯れた植物とそれを食べる 光電池や電磁誘導を利用した発電機 国土の環境を守る

生物 エネルギーを蓄える物として乾電池・蓄
③⑥植物や動物と食物連鎖 電池が生活に使われていること ⑥世界の中の日本

国際環境条約
○電気は利用する機器を工夫することで、

効率よく使うことができること

資料１



（全 14 時間）
4 年総合（エネルギー環境学習）単元構想

○の中の数字は、適用する時間
＜目標＞ ＜環境学習で育てたい資質・能力＞（総合の観点）

１．課題を発見する力 ・電気と温暖化の関係に関心をもち①、発電所でどのように電気をつくっている
（課題発見力） のか②、県内の発電所などに興味をもち、自分なりの視点をもって課題として

環境問題（温暖化）と自分 いる。⑦
の生活のエネルギー利用の関 ・環境保全のために自分ができることを考えようとしている。⑬
係に興味をもち、 ２．計画を立てる力 ・どのように調べ、どのように行動したらよいのかの見当が付いている。②⑦⑬
エネルギー生産の仕組み（発 ３．情報を活用する力 ・発電所でどのように電気をつくっているのか、県内の発電の様子について、図
電所の仕組み）を調べること （課題追究力） 書、インターネット使ったり、詳しい大人などに聞いたりして調べている。
を通して、 ③④⑧⑨⑫
自分の環境を保全する行動に （表現力） ・調べたことを簡単に分かりやすくまとめ、教え合っている。⑤⑩
意味付けをすることができる。 （人とかかわる力） ・家にある電化製品調べや、電力調べ、発電の仕組みなどについて身近な人や専

・ 門家の力を借りて調べている。 ③④⑧⑨⑫
・調べて知ったことを友だちと互いに伝え合い、学び合っている。⑥⑪

４．推論する力 ・環境に負荷をかけない発電を考える。⑥
５．合意を形成しようとする態度 ・環境保全することで不利益な立場になる場合やどちらも正しいという考えがあ

ることを知る。⑬
６．公正に判断しようとする態度 ・自然を利用した代替の行動や生活のよさが分かる。⑭
７．主体的に参加し、自ら実践し ・環境を保全する行動に意味付けをし、生活を変えようとする。⑫

ようとする態度 （生かす力）

＜ねらい＞ ＜学 習 活 動＞ 学習形態 検証段階 <○支援・□ 留意点>

家にある電化製品を調べる。（家庭学習） ①児童に関心のもてる話題で
導入する

一斉 ①コマーシャルなどで「スト
つ もったいない 空気がよごれる ップ温暖化」等が扱われてい
か お母さんが言う 地球温暖化になる ることを思い出させる
む 省エネだから お金がかかる

□二酸化炭素という言葉をほ
①日常的に使っている電気と温 電気を使うと温暖化になるの 一斉 とんどの児童が知っているの
暖化の関係に問題意識をもつ 電気は、空気を汚さないというよ で、使って話を進める

電気を作るときに、火をもやすから、空気が汚れる 見通し１ □高浜クリーンセンターの見
学を思い出させる

火をもやした後にできる空気（二酸化炭素）は、（赤外線を吸収し）あた ①二酸化炭素の温室効果実験
たかさを逃がさない、それを温室効果という を演示する

◎二酸化炭素等のガスが多いと、空気の温度がわずかに上がる こ □理科の学習で扱った乾電池
とを実験で示す や光電池と比べて、日常で使

う電気をとらえさせる
②どのように電気がつくられる ②手回し発電器を体験させる
かに関心をもち、発電所の仕組 追 ②発電所の発電機を動かす力
みについて調べる課題をもつ 究 になるものに視点がいくよう

す する
る □教科書や資料等を使い、時
Ⅰ 理科の光電池→だから、作れる 発電所で作る 間をかけずに調べさせる

③慣れていない児童のため
③④発電機を動かす力に着目し 調べ学習 発電所でどのようにつくるのだろう 個 見通し２ に、児童が使える資料をホル
て、自分に合った資料を使って ・図書、リーフレット、インターネットで調べる ダーにまとめておく
調べる 太陽光、火力、水力、風力、原子力、地熱、等 ③④ T.T で支援

□調べたことの交流の時に、
⑤調べたことを簡単にわかりや ま ・それぞれの調べたことを交流する 一斉 東京電力の方に説明を補足し
すくまとめ、伝え合う と ・東京電力の人に話を聞こう ていただく
⑥環境に負荷をかけない発電を め □二酸化炭素をわずかしか出
考える る どんな力を使って発電するのがよいのだろう？ さない発電があることを知ら

せる

⑦身近な県内でも発電にかかわ ⑧県内の発電所やダムを調べ
る施設があるのか関心をもち、 追 る資料（インターネット・の
自分の調べる課題に見通しをも 究 びゆく高崎の地図等）の準備
つ す ⑧⑨調べる活動はパソコン
⑧⑨自分の課題を解決する資料 る ＜予想される児童の課題＞ 見通し３ 室、図書室で T.T で支援。
を集め、調べる Ⅱ 群馬県の発電所は？ ダムは？ 発電できる電力は？ □県内の省エネに対する取り
⑩調べたことの大切なことをと 送電線について 県内の電力はどれくらい使われるか？ 組みに気付かせる
りだしてまとめる 家庭で電気をつくる場合は？ 風力発電について □電力の単位については、必
⑪調べたことを分かりやすく伝 個 要に応じて説明する
え合い、県の発電事業のよさが 調べ学習 ・自分の課題をもって、群馬県の発電について調べる ⑪上毛カルタのいわれと現在
分かる ・調べたことを簡単にまとめ、交流する 一斉 の群馬県の発電の状態を話す
⑫今までの学習から企業局の方 ま ・ゲストティーチャーにたずねたいことをまとめておく □自然（地形）を利用した発
に質問するなどして県の発電事 と ・「理想の電化に電源群馬」について知る 電というよさに気付かせる
業のよさが分かる め ・用水路発電（低落差発電）について知る ⑫県の企業局の方に取組を話

る していただく

□電気を使わないことに結び
⑬今までの学習を生かして意味 つく代替の行動や生活を考え
付けをしながら、環境に負荷を る
かけない行動を考え、生活を変 ・自然を利用して、省エネになる生活を考える 個 見通し４ □ここまでの学習を生かし
えようとする 広 早く寝る 日向に干す 雨水をためる て、意味づけができるように

げ 窓を開ける・・・ する
⑭友だちが挑戦した、環境に負 る ・自分でやってみる ⑭小グループで報告し合い、
荷をかけない行動や生活のよさ 友だちの行動したことを自分
が分かる ・途中経過で、報告会をする 一斉 の生活で考えられるようにす

る

＜エネルギー環境学習として、 伝えたい内容 ＞

電気は作れるの？どうやって電気を作るの？（５）

高崎市や群馬県でも電気をつくっているの？（６）

電気はどこから・・・理想の電化に電源群馬

電気を消すのはどうして？（１）

やってみよう私たちにできること（２）

資料２

電気を節約する、水をムダに使わない、川を汚さない、生き物と自分を大切にする

・・・保全の意識（行動に意味付けする）

・物を燃やすと二酸化炭素がでる
・二酸化炭素は、あたたかさを逃がさない
・電気を作ると、使う燃料によって、二酸化炭素がでる
・県内には水力による、発電所やダムがあること
・県内には新エネルギーを使った発電が導入されていること



4 年総合（エネルギー環境学習）評価表 （全 14 時間）

○の中の数字は、適用する時間
＜目標＞ ＜資質・能力＞（総合の観点） ＜ 評価規準＞

１．課題を発見する力 ア電気と温暖化の関係に関心をもち①、発電所でどのように電気をつくっている
（課題発見力） のか②、県内の発電所に目を向け、自分なりの視点をもって課題を設定してい

環境問題（温暖化）と自分 る。⑦
の生活のエネルギー利用の関 ２．計画を立てる力 イ環境保全のために自分ができることを考えようとしている。⑬
係に興味をもち、 ３．情報を活用する力 ウどのように調べ、どのように行動したらよいのかの見当が付いている。②⑦⑬
エネルギー生産の仕組み（発 （課題追究力） エ発電所でどのように電気をつくっているのか、県内の発電の様子について、
電所の仕組み）を調べること 図書やインターネット使ったり、詳しい大人などに訊いたりして調べている。
を通して、 （表現力） ③④⑧⑨
自分の環境を保全する行動に （人とかかわる力） オ調べたことを簡単に分かりやすくまとめ、教え合っている。⑤⑩
意味付けをすることができる。 カ家にある電化製品や発電の仕組みなどについて、身近な人や専門家の力を借り

て調べている。③④⑧⑨⑫
４．推論する力 キ調べて知ったことを友だちと互いに伝え合い、学び合っている。⑥⑪
５．合意を形成しようとする態度 ク環境に負荷をかけない発電を考える。⑥

ケ環境保全することで不利益な立場になる場合やどちらも正しいという考えがあ
６．公正に判断しようとする態度 ることを知る。⑭
７．主体的に参加し、自ら実践しよう コ自然を利用した代替の行動や生活のよさが分かる。⑭

とする態度（生かす力） サ環境を保全する行動に意味付けをし、生活を変えようとする。⑬

＜学習活動＞ 【時間数】 評価規準 評価資料 ＜評価基準＞

Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１）

電気を消すのはどうして？【１】
ア 発言 電気を使うことと温暖化の関係 電気を使うことと温暖化の関係 電気を使うことと温暖化の

①日常的に使っている電気と温暖 （課題発見力） 学習カード に関心をもち、自分の知ってい に関心をもっている。 関係をつかめない。
化の関係について話し合う。 ることやこれからどうしたらよ

いかなどという発言がある。

どうやって電気を作るの？【５】 電気は発電所でどのようにつく 電気は発電所でどのようにつく 電気は発電所でどのように
ア 学習カード られているのか調べる方法まで られているのかに興味をもち、 つくられているのか、自分

②どのように電気がつくられるか （課題発見力） 見通しをもって、自分の課題を 自分なりの視点で課題を設定し が何を調べたらよいか分か
に関心をもち、発電所の仕組みに 設定している。 ている。 らない。
ついて調べる課題をつくる。

ウ 学習カード いくつもの資料で調べる見当が どのように調べたらよいかの見 調べ方が分からない。
（計画を立てる力） 付いている。 当が付いている。

③④発電機を動かす力に着目して、 エ 行動 ２つ以上の発電所の仕組みにつ 発電機を動かす力に着目して、 課題に合った資料が見つか
課題に合った資料を使って調べる。 （課題追究力） 学習カード いて、課題に合った資料を使っ 課題に合った資料を使って調べ らない。（教科書や東京電

て特徴まで調べ上げている。 ている。 力の資料を調べさせる。）

カ 行動 身近な人や専門家に訊いて調べ 身近な人や専門家の話から調べ 身近な人や専門家、友だち
（人とかかわる力） る中で、話の中からより詳しい ている。 に訊いて調べていない。

内容を聞き出している。

⑤調べたことを簡単に分かりやす オ ポスター 調べたことを簡単に分かりやす 調べたことを簡単に分かりやす 調べたことをまとめて表現
くまとめ、伝え合う。 （表現力） など くまとめ、的確に伝えたり、聞 くまとめ、伝えたり、聞いたり していない。

いたりしている。 している。

⑥友だちや外部講師の話から、環 キ、ク 学習カード 友だちや外部講師の話を聞き、 友だちや外部講師の話を聞き、 友だちや外部講師の話を聞
境に負荷をかけない発電を考える。 （人とかかわる力、 色々な立場から環境によい発電 どんな発電が環境にとってよい いていない。

推論する力） を考えている。 のか考えている。

高崎市や群馬県でも電気をつ
くっているの？【６】 県内の発電所や家庭までの送電 県内の発電所などに興味をも 県内の発電所などについて

ア 学習カード の仕組みに興味をもち、どのよ ち、どのように調べたらよいか 調べる課題が見付けらな
⑦身近な県内でも発電にかかわる （課題発見力） うに調べたらよいか見当が付い 見当が付いて課題を設定してい い。
施設があるのか関心をもち、自分 て課題を設定している。 る。
の調べる課題に見通しをもつ。 ウ

（計画を立てる力） 学習カード いくつもの資料で調べる見当が どのように調べたらよいかの見 調べ方が分からない。
付く。 当が付いている。

⑧⑨自分の課題を解決する資料を エ 行動 県内の発電施設や送電の様子に 県内の発電施設等について、課 課題に合った資料が見付か
集め、調べる。 （課題追究力） 学習カード ついて、課題に合った資料を見 題に合った資料を見付け、調べ らない。（※教科書や東京

付け、調べている。 ている。 電力の資料を調べさせる。）

カ 行動 身近な人や専門家に訊いて調べ 身近な人や専門家に訊いて調べ 身近な人や専門家、友だち
（人とかかわる力） 学習カード る中で、話の中からより詳しい ている。 に訊いていない。

内容を聞き出している。

⑩県の発電の様子について、調べ オ ポスター 調べたことを簡単に分かりやす 調べたことを簡単に分かりやす 調べたことをまとめて表現
た中の大切なことを取り出してま （表現力） など くまとめ、的確に伝えたり、聞 くまとめ、伝えたり、聞いたり していない。
とめる。 いたりしている。 している。

⑪⑫調べたことを伝え合ったり、 キ 行動 友だちや外部講師の話から、群 友だちや外部講師の話から、群 友だちや外部講師の話を聞
外部講師の話を聞いたりして、県 （人とかかわる力） 学習カード 馬県の地形を利用した発電のよ 馬県の地形を利用した発電のよ いていない。
の発電の工夫について知る。 さを知り、環境保全の取組に共 さに気づいている。

感している。

やってみよう、私たちにでき イ 学習カード 環境保全のために自分ができる 環境保全のために自分ができる 自分ができることが見付か
ること【２】 （課題発見力） 発言 ことを３つ以上考えている。 ことを１～２つ考えている。 らない。

⑬今までの学習を生かして意味付 ウ 学習カード いくつかの行動計画を組み合わ どのように行動したらよいのか 環境保全の行動がわからな
けをしながら、環境に負荷をかけ （計画を立てる力） せている。 見当がつく。 い。
ない行動を考える。

サ 学習カード 環境を保全する行動の意味をよ 環境を保全する行動に意味付け 学習を生かした生活を変え
（生かす力） (エコポイン く説明でき、生活を変えようと をし、生活を変えようとしてい る行動が見付からない。

トカード） している。 る。

⑭友だちが挑戦した、環境に負荷 ケ 学習カード 環境保全することで不利益な立 どちらも正しいという考え
をかけない行動のよさが分かる。 （合意を形成しよ 場になる場合やどちらも正しい が分からない。

うとする力） という考えがあることを知る。

コ 学習カード 他の人が考えた自然を利用した 自然を利用した代替の行動や生 代替の行動のよさが分から
（公正に判断しよ 発言 代替の行動や生活のよさが分か 活のよさが分かる。 ない。

うとする態度） る。

電気はどこから・・・理想の電化に電源群馬


